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KDI においてダイバーシティ推進は、企業理念である iKDI フィロソフィ」に基づく活動であ
り、ダイバーシティが会社の持続的成長に不可欠であると明言しています。
ダイバーシティの取り組みは、「女性J i障がい者J i外国人」といった組織内のマイノリティー
の活躍を支援する活動から、「働き方の多様性J を推進する内容など多岐に渡っており、これらの
活動の浸透度は年に 1度の「全社意識調査」で測られています。
様々な活動の中で個人的には、「女性活躍推進j、「働き方の多様性」、「育児両立支援J を身近な
活動として感じます。
女性活躍推進の点では、社内外のロールモデ、ルの紹介、女性の意識改革の他、最近では、女性
の役員や部長、課長の登用を促すプログラムが開始されています。ロールモデ、ルの紹介では、全
女性社員を対象としたフォーラム(年 1回開催)で社外の女性エグゼクティブや管理職を迎え、
「キャリアや仕事J に関する講演を行っており、毎回好評を得ています。
働き方の多様性の点では、テレワーク/変形労働、在宅勤務、フレックス制度など、多様な時間・
場所の使い方が可能になってきています。私の所属する本部では特に率先してこれらに取組み、
先日は本部全員がテレワークで仕事を行うトライアルを実施しました。まだまだ女性の方が地域
や学校との繋がりを多く持ちつつ仕事をしなければならない為、時間と場所を自分で、コントロー
ルできる働き方はとてもありがたいです。
育児両立支援の点では、企業として、育児休職制度、短時間勤務制度など様々な両立支援策を
提供しており、多くの方が利用し、出産後も働き続けています。ただ、個人的には、長く職場を
離れたり、時間を制限して働くことよりも、働き方がより多様化することにより、自分の能力や
知識を劣化させることなく、早期に仕事復帰できる時が訪れるといいなぁと思います。
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